
 

２０１３年５月２３日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 

「2013年度 在阪中小企業の新入社員の意識調査」結果について 
～職場での良好な人間関係を重視～ 

 

【お問合せ先】               

大阪商工会議所 人材開発部（松井・柴田） 

TEL:０６－６９４４－６４２１  

＜概要＞ 

○ 大阪商工会議所は、在阪中小企業の新入社員の社会人生活に対する意識調査を実施した。本調査は昨

年に続き２回目。 

・対  象：２０１３年３月～４月に大阪商工会議所が実施した新入社員向け１２講座に参加した 

受講者（５８８人）のうち入社１年以内の新入社員４９６人 

・企業属性：派遣企業（２８１社）のうち従業員数３００人以下の中小企業は２５２社（８９．７％）、 

    所在地が大阪府内は２７３社（９７．２％） 

 

○ 本調査結果によると、今年の新入社員が「社会人生活において大事と思うこと」は、「仕事で成果を出

すこと」（６５．７％）が最多であった。また、「会社・職場に望むこと」は、９割弱（８５．１％）

が「良好な人間関係」と回答した。「自らの能力について」は、「規律性」や「傾聴力」などのチーム

ワーク力は高いと自認しているが、「発信力」や「働きかけ力」を生かして仕事を積極的に遂行するこ

とは苦手と考えている。一方、３人に１人が「転職してもよい」（３６．１％）と回答し、「今の会社

に一生勤めたい」（２９．５％）を上回っている。こうした調査結果は、昨年と同様の傾向となった。

以上から、中小企業においては、職場の人間関係に配慮しつつ、新入社員が苦手な取り組みには丁寧

な指導をすることが必要になりそうだ。 

 

○ 大阪商工会議所では、本調査結果をふまえ、新入社員が、就職先の中小企業において能力を伸ばして

いけるよう、研修を企画・実施する。今後、同様の調査を継続的に実施することにより、新入社員の

特徴を把握し、中小企業における新入社員の人材育成を支援していく。 

【今回の調査結果を踏まえた研修の一例】 

・ ６月２７日「若手社員の定着促進」研修（「資料２」参照） 

→若手社員の定着率向上のために、「働きがい」を創出する理論と仕組みを紹介する。 

・ ９月２５日「新入社員フォローアップ」研修（「資料３」参照） 

→対象は入社後約半年が経過した新入社員。主にグループ演習を通し、仕事で成果を出せる人材   
になるためのポイント・自ら気づいて主体的に動く社員になるためのスキルを習得させる。 

以上 

＜添付資料＞ 

資料１：「２０１３年度在阪中小企業の新入社員の意識調査結果」 

資料２：案内チラシ「若手社員の定着促進」 

資料３：案内チラシ「新入社員フォローアップ」 

記者配布資料 
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資料１ 

２０１３年５月２３日 

「２０１３年度在阪中小企業の新入社員の意識調査」結果 

大阪商工会議所 

 

＜調査概要＞ 

◆調査対象：大阪商工会議所主催２０１３年３～４月開催の新入社員を対象とした１２講座（※）へ参加

した新卒で入社１年以内の新入社員（※「新入・若手社員のスタートダッシュ研修【意識改

革コース】（3/21）」「新入・若手社員のスタートダッシュ研修【ビジネスマナーコース】（3/22）」

「新入社員基礎講座（4/2）」「新入社員ビジネスマナー講座【２日間コース】（4/3・4）」「新

入社員合宿訓練（4/4-6）」「新入社員ビジネスマナー講座【１日コース】（4/8、及び 4/23）」

「営業社員入門講座（4/9）」「上司に信頼される報・連・相入門講座（4/11）」「ビジネス読

み書き数字マスター講座（4/16）」「労働・社会保険実務の基礎講座＜超入門編＞（4/18）」「新

入・若手社員のための電話応対徹底トレーニング講座（4/19）」） 

◆調査方法：アンケート調査 

◆有効回答数：496 

＜回答者の属性＞ 

【性別】                    【最終学歴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜派遣企業の属性＞ 

【従業員数】                   【所在地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート結果＞ 

 人数 割合 

男性 303 61.1% 

女性 190 38.3% 

不明・未回答 3 0.6% 

計 496 100.0% 

 人数 割合 

中学 0 0.0% 

高校 123 24.8% 

専門学校 21 4.2% 

短期大学 11 2.2% 

大学 297 59.9% 

大学院 42 8.5% 

不明・その他 2 0.4% 

合計 496 100.0% 

従業員人数 社・団体数 割合 

２０名以下 84 29.9% 

２１名～３００名 168 59.8% 

３０１名以上 23 8.2% 

不明・未回答 6 2.1% 

合計 281 100.0% 

所在都道府県 社・団体数 割合 

大阪府 273 97.2% 

兵庫県 4 1.4% 

奈良県 3 1.1% 

その他 1 0.4% 

合計 281 100.0% 
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１．社会人生活において大事だと思うこと（３項目以内複数回答）（グラフ１） 

 ～６割以上が「仕事で成果を出すこと」、「元気に挨拶し、笑顔を絶やさないこと」と回答～ 

 ○社会人生活において大事だと思うことを尋ねたところ、６５．７％が「仕事で成果をだすこと」、６

０．５％が「元気に挨拶し、笑顔を絶やさないこと」と回答。一方で、「我を通さないこと」（７．９％）

「皆が嫌がるような仕事を進んでやること」（１７．７％）への回答は、少数であった。 

 

＜グラフ１＞社会人生活において大事だと思うことは次のうち、どれですか。（３つまで複数回答可） 

 
 

 

２．会社・職場に望むこと（３項目以内複数回答）（グラフ２） 

 ～９割近くが「人間関係が良好である」と回答～ 

 ○会社・職場に望むことを尋ねたところ、８５．１％が「人間関係が良好である」と回答し、２番目に

回答の多かった「能力を発揮・向上できる」（５２．２％）とは大きく差が開いた。一方で「給料が

多い」（１３．７％）、「私生活に干渉されない」（１８．８％）、「残業が無い・休日が多い」（１８．

５％）等への回答は少数であった。 

 

＜グラフ２＞会社・職場に望むことはどれですか（３つまで複数回答可） 

 

３．働く目的（単数回答）（グラフ３） 

65.7% 

60.5% 

36.1% 

31.9% 

31.3% 

26.6% 

17.7% 

7.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

仕事で成果をだすこと 

元気に挨拶し、笑顔を絶やさないこと 

社内外で豊富な人脈を持つこと 

上司と良好な関係になること 

人に負けないスキルを持つこと 

プライベートを充実させること 

皆が嫌がるような仕事を進んでやること 

我を通さないこと 

85.1% 

52.2% 

33.9% 

30.8% 

20.2% 

18.5% 

18.8% 

13.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

人間関係が良好である 

能力を発揮・向上できる 

福利厚生が充実している 

公平に評価・処遇される 

仕事場・休憩室などが快適である 

残業がない・休日が多い 

私生活に干渉されない 

給料が多い 
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 ～５割近くが「お金を得るために働く」と回答～ 

 ○自分にとっての働く目的を尋ねたところ、４５．６％が「お金を得るために働く」と回答。他選択肢

である「生きがいを見つけるために働く」（１８．６％）、「自分の才能や能力を発揮するために働く」

（１５．３％）、「社会の一員として勤めを果たすために働く」（１３．６％）とは、大きく差が開い

た。 

 

＜グラフ３＞あなたにとって働く目的は、どれが最も近いですか。（１つのみ回答） 

 

 

４．理想的な仕事（２項目以内複数回答）（グラフ４） 

 ～７割近くが「自分にとって楽しい仕事」と回答～ 

 ○理想的な仕事について尋ねたところ、６５．５％が「自分にとって楽しい仕事」と回答し、他の回答

「世の中のためになる仕事」（２７．０％）、「収入が安定している仕事」（２７．８％）、「自分の専門

知識や能力が活かせる仕事」（２５．８％）とは大きく差が開いた。一方で「高い収入が得られる仕

事」（８．３％）、「失業の心配がない仕事」（９．１％）、「健康を損なう心配がない仕事」（１２．９％）

への回答は少数であった。 

 

＜グラフ４＞どのようなしごとが理想的だと思いますか。（２つまで複数回答可） 

 

お金を得るため

に働く, 45.6% 

生きがいを見つける

ために働く, 18.6% 

自分の才能や能

力を発揮するた

めに働く, 15.3% 

社会の一員として勤

めを果たすために働

く, 13.6% 

その他, 5.2% 分からない, 
1.6% 

65.5% 

27.0% 

27.8% 

25.8% 

12.9% 

9.1% 

8.3% 

2.6% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自分にとって楽しい仕事 

世の中のためになる仕事 

収入が安定している仕事 

自分の専門知識や能力が活かせる仕事 

健康を損なう心配がない仕事 

失業の心配がない仕事 

高い収入が得られる仕事 

その他・分からない 
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５．転職についての考え（単数回答）（グラフ５） 

 ～「機会があれば転職しても良い」、「今の会社に一生勤めたい」と約３割ずつが回答～ 

 ○転職についての考えを尋ねたところ、３３．１％が「機会があれば転職してもよい」、２９．４％が

「今の会社に一生勤めたい」と回答した。一方で、「ぜひ転職したい」（３．６％）という回答もあっ

た。 

＜グラフ５＞転職についてどのように考えていますか。（１つのみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ転職した

い, 3.6% 

わからない, 
30.3% 

機会があれば転

職してもよい, 
32.5% 

今の会社に

一生勤めた

い, 29.5% 

未回答, 1.2% 
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６．自らの能力について（単数回答）（グラフ６） 

 ～約８割が「規律性」、「傾聴力」について“得意”、もしくは“やや得意”と回答、一方で「発信力」（６２．９％）、「創造力」（５１.６％）、「働きかけ力」（４

９．６％）を“苦手”、“やや苦手”と考える回答も多かった。 

＜グラフ６＞下記に社会人基礎力を構成する１２の能力要素（出店：経済産業省）を記載しています。それぞれ、あなたにとってどの程度、得意な能力かお答え

ください。 

 

15.1% 

8.7% 

16.7% 

12.0% 

11.8% 

11.8% 

9.3% 

32.4% 

25.8% 

22.1% 

36.0% 

22.7% 

48.8% 

39.9% 

51.7% 

44.8% 

39.3% 

34.5% 

26.0% 

45.7% 

49.2% 

51.2% 

48.1% 

36.4% 

31.0% 

41.1% 

26.7% 

34.5% 

40.3% 

40.9% 

48.6% 

17.1% 

19.8% 

21.5% 

11.4% 

30.2% 

3.3% 

8.5% 

2.7% 

6.6% 

6.8% 

10.7% 

14.3% 

2.3% 

2.3% 

2.9% 

2.7% 

8.5% 

1.9% 

1.9% 

2.3% 

2.1% 

1.9% 

2.1% 

1.9% 

2.5% 

2.9% 

2.3% 

1.9% 

2.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

主体性 

働きかけ力 

実行力 

課題発見力 

計画力 

創造力 

発信力 

傾聴力 

柔軟性 

状況把握力 

規律性 

ストレスコントロール力 

得意 
やや得意 
やや苦手 
苦手 
未回答 



資料２
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
◆申込方法 下記の申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお申込み下さい。受講料は６月２０日(木)までに下記口座までお振込み
下さい(振込手数料はご負担願います)。入金確認後、開催日の１週間前頃に受講票を受講者ご本人様宛ＦＡＸにてお送りいたします。 
 ※６月２１日以降のキャンセルは受講料の返金をいたしかねますので、代理の方のご参加をお願いします。 
◆振込銀行 り そ な 銀 行  大阪営業部 (当座）０８０８７２６  ◆口座名 大阪商工会議所（ｵｵｻｶｼｮｳｺｳｶｲｷﾞｼｮ） 
 三井住友銀行 船 場 支 店 (当座）０２１０７６４  ◆問合せ先  大阪商工会議所 研修担当      
 三菱東京 UFJ 銀行 瓦 町 支 店 (当座）０１０５２５１       TEL.06-6944-6421 

<本所取引銀行・埼玉りそな銀行各本支店の ATM からのお振込は振込手数料不要です。ご依頼人番号「9110100000」の 10 ｹﾀと貴社名をご入力下さい> 

早期離職対策講座（６/２７） 大阪商工会議所 研修担当 行き 

会社名  会員番号  

住 所 
〒 

 

 ＴＥＬ  ＦＡＸ  

業 種  従業員数 人 

ふ り が な 

受講者氏名  年齢  部署・役職名  
連絡担当者気付 

（どちらかに○） 

ふ り が な 

受講者氏名  年齢  部署・役職名  希望（する・しない） 

受講料        円を   月   日に        銀行        支店へ振り込みます。 

申込責任者  部署名  E-mail  

※ご記入頂いた情報は、大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために      

利用するのをはじめ、講師には参加者名簿として配布します 

 
１．オリエンテーション 研修の目的／ゴールの周知 

２．人事マネジメントの要諦 
 ①引き留めに影響を与える２つの要因 

 ②働く人間の８つの要求  ③働きがい創出モデル 

３．早期離職の原因分析 
 ①ケーススタディ「離職率高止まりのＡ社１」 

 ②原因分析の考え方  ③自社の原因分析 

４．早期離職の課題特定 
 ①ケーススタディ「離職率高止まりのＡ社２」 

 ②課題特定の考え方 ③自社の課題特定 

５．早期離職対策の具体的打ち手 
①ケーススタディ「離職率高止まりのＡ社３」 

②解決策立案の考え方 ③自社の解決策立案 

６．早期離職を未然に防ぐための行動計画 
 自社の課題解決に向けた行動計画の策定 

７．まとめ
 研修で習得したことの整理 

 

将来重要な戦力となる優秀な社員の、早期離職を防ぐ！ 

 

日 時 

 

会 場 

 

受講料 

 

講 師
株式会社スプリングボード 

代表取締役社長 足立 晋平 氏 

平成２５年６月２７日（木） 
13：00‐17：00 

大阪商工会議所 会議室 

 大阪市中央区本町橋 2-8 

会  員 ：16,000 円  

特商・一般 ：24,000 円 
一名様。テキスト・ 

消費税込 

神戸大学経済学部卒。大手人材サービス業にて、人材採用、育

成、人事制度設計等のコンサルティング活動に携わった後、㈱ス

プリングボードを設立。 

独自の人材育成、早期退職予防のメソッドを開発し、その効果

は多くの企業で立証されている。 

プ ロ グ ラ ム 

◆採用した若手社員が１年ともたない・・・。 

◆若手のモチベーションが明らかに落ちている・・・。 

◆社員の定着率を向上させたいが、 

勤務条件には手をつけられない・・・。 

このような課題で頭を抱えていませんか？ 

若手社員が流出してしまうと、不足した社員の補てん

や育成コストが増えるほか、基幹業務が停滞するなど、

利益の損失にも直結します。 
 
 優秀な若手社員の定着率向上のために最も重要なの

は、「働きがいの創出」です。 

本講座でご紹介する理論と事例から「働きがい創出」

の仕組みを取り入れ、早期離職対策にお役立てください。  

＜講座の３ステップ＞ 

◆金銭的報酬に頼らずとも出来る離職対策を 

具体的に講師から紹介いたします。 

↓↓↓ 

◆事例の深掘りを基に、原因分析、課題特定、対策 

まで、中堅・中小企業において有効な早期離職 

対策を奥深く学びます。 

↓↓↓ 

◆身につけた思考法を活かし、自社の早期離職対策 

 の仕組みと行動計画を創り上げます。 

わかる！できる！かわる！ 

大阪商工会議所 

研修・セミナー 

FAX：06-6944-5188 

Thanks Ticket対象講座  



      
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 

■申込方法  

・お申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお申込下さい。 

 受講料は下記の銀行口座へ９月１8日(水)までにお振込下さい。 

 振込手数料は貴社にてご負担下さい。入金確認後、講座開催約

１週間に受講者様宛に受講票をＦＡＸでお送りします。 

・９月19日(木)以降のキャンセルは受講料の返金を致しかねま

す。 

 不都合の場合は代理の方のご参加をお願いします。 

■振込銀行（すべて当座） 

 りそな・大阪営業部０８０８７２６／三井住友・船場支店０２１０７６４／三菱東京UFJ･瓦町支店０１０５２５１ 

■口座名：大阪商工会議所 オオサカショウコウカイギショ  ◆問合先  研修担当 ＴＥＬ．０６-６９４４-６４２１ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

ＦＡＸ：０６-６９４４-５１８８      大阪商工会議所  研修担当 ※番号間違いにご注意下さい 

           新入社員フォローアップ研修 9/25 受講申込書     

※ご記入頂いた情報は､大阪商工会議所からの各種連絡･情報提供のために利用するのをはじめ、講師には参加者名簿として配布します 

会社名 
 
 

所在地
〒 
 業 種  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  従業員数 人 

ふりがな  年齢 性別 所属 
部署 
役職 入社年数（        ） 受講者氏名  

才 

 

ふりがな  年齢 性別 所属 
部署 
役職 入社年数（        ） 受講者氏名  

才 

 

連 絡 
担当者名 

 所属部署 
役職 

 

※□ ←受講票は受講者名にてお送りしますが、連絡担当者気付を希望の場合はこちらにチェック✓願います。 

e-mail             ＠ 

受講料    人分         円を    月    日に       銀行へ振込みます 

<大商取引先銀行と埼玉りそな銀行各本支店のＡＴＭからは振込手数料不要。ご依頼人番号10ケタ「9110100000」と貴社名をご入力下さい> 

    【次代を担う大切な新戦力をブラッシュアップする】 

１．オリエンテーション ・研修の目的と意義 
２．入社して半年を振り返る   【グループ・ペア演習】 

◇自身の仕事の棚卸～仕事地図の作成 
 ・原因を追究する  ・自分に足りない部分はどこか 
３．仕事の進め方をブラッシュアップ～社会人としての意識向上 

◇企業活動の基本サイクルの再確認～PDCAと人・モノ・金 
◇セルフマネジメントの重要性 
 ① 時 間 管 理         【グループ・ペア演習】 

 ・自身の1週間の時間を振り返る～合間時間の有効活用 
 ・時間泥棒を探す！～自分が相手から盗んでいる時間とは 
 ② ＰＤＣＡと報告・連絡・相談 【グループ・ペア演習】 

 ・ケーススタディ「ある日のＳさんの一日～失敗から学ぶ」 
 ＊何が原因でミスが起きたのかを考える 
 ＊どのような対応が最適だったかを検討する 
～優先順位付けの必要性と報告・連絡・相談の重要性の確認 

 ③ 印 象 管 理      【演習、発表、フィードバック】 

 ・相手に好感を与える立ち居振る舞いの確認 
 ＊身だしなみ、表情、挨拶・言葉づかい、態度を再確認 
 ・ケーススタディ｢ある日のＳさんの一日～成果に結び付ける｣ 
～円滑に仕事を進めるための自らの働きかけを、相手に好印

象を与えることをテーマに実践する 
４．行 動 計 画 

◇明日からのあるべき自分の行動をイメージして作成 

 期 間 2013年９月2５日（水）10時～17時 

 会 場 大阪商工会議所もしくは北支部会議室(どちらかで開催) 

 対 象 新入社員・入社２～３年目の若手社員 
 受講料 会員２４,０００円／特商・一般３６,０００円 

お 1人、テキスト代・昼食代・消費税込 

 
 入社約半年を経た新入社員は、仕事に慣れ始め気持ちに余
裕ができる一方、職場での人間関係や求められる成果に対す
る悩みを抱え、人知れず苦しむことが多いとも言われていま
す。貴重な新戦力に、今一度社会人としての意識を徹底させ、
この時期にこそ必要なスキルを身につけさせる事で、自立意識
を強化します。グループ演習を通じて異業種交流ができ、気づ
きを得られる参加型のセミナーです。 

申込方法

 長谷川 知世（はせがわ ともよ）氏 株式会社ザ・アール講師 
“受講生に目線を合わせて伝える”ことをモットーに受講
生との2 ウェイコミュニケーションや受講生同士のコミュ
ニケ－ションを深めながら研修を進めていく指導法が好
評  

 
入社約半年を経た新入社員は、仕事に慣れ始め気持ちに余

裕ができる一方、職場での人間関係や求められる成果に対す

ねらい 

期

会

開催 
概要 

長谷川
“受講生に目線を合わせて伝える”ことをモットーに受講

講師 

１．オリエンテーション ・研修の目的と意義

２．入社して半年を振り返る   【グループ・ペア演習】

◇自身の仕事の棚卸～仕事地図の作成

・原因を追究する  ・自分に足りない部分はどこか

３．仕事の進め方をブラッシュアップ～社会人としての意識向上

◇企業活動の基本サイクルの再確認～PDCAと人・モノ・金

◇セルフマネジメントの重要性

① 時 間 管 理         理         理 【グループ・ペア演習】

・自身の1週間の時間を振り返る～合間時間の有効活用

・時間泥棒を探す！～自分が相手から盗んでいる時間とは

② ＰＤＣＡと報告・連絡・相談 【グループ・ペア演習】

・ケーススタディ「ある日のＳさんの一日～失敗から学ぶ」

＊何が原因でミスが起きたのかを考える

＊どのような対応が最適だったかを検討する

～優先順位付けの必要性と報告・連絡・相談の重要性の確認

③ 印 象 管 理      理      理 【演習、発表、フィードバック】

・相手に好感を与える立ち居振る舞いの確認

＊身だしなみ、表情、挨拶・言葉づかい、態度を再確認

・ケーススタディ｢ある日のＳさんの一日～成果に結び付ける｣

～円滑に仕事を進めるための自らの働きかけを、相手に好印

象を与えることをテーマに実践する

４．行 動 計 画

◇明日からのあるべき自分の行動をイメージして作成

Thanks Ticket対象講座  
資料３


